
令和 6 年 4 月 3日  

 

 五霞町長 知 久 清 志 様 

 

五霞町役場庁舎等複合化基本計画検討委員会  

 

委員長                   

 

 

五霞町庁舎複合化基本計画の検討に関する報告書の提出について 

 

 このことについて、当委員会の検討が終了しましたので、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 検討概要 

 本委員会は、庁舎複合化基本計画の策定に必要な事項等を検討するために、町内の各種

関係団体や有識者等により構成する組織として、令和 5 年 10 月に設置されました。 

これまで行ってきた協議・検討では、複合庁舎として備えるべき性能と役割について理

解を深めながら、町民から提出のあった意見を踏まえて活発な議論と提案を重ね、新庁舎

の建設を進める上での基本的な方向性を整理し、基本計画（案）を編集しました。 

 

２ 新庁舎の建設に当たっての要望事項 

（施設の整備に関する要望） 

１ 複合庁舎は、子どもからお年寄りまで、幅広い年齢層の町民が生き生きと利用するこ

とができる施設とすること 

２ 複合庁舎は、防災拠点として利用者や職員等の安全を確保できるものとすること 

３ 公共施設には土足で入室のできる広い空間が少なくとも必要であり、また、複数の町

民、団体から講堂の必要性に関する意見があったことを踏まえ、講堂は整備すること 

４ 講堂の整備は、基本計画（案）21 ページ（総合評価表）B-②又は B-③による案を基

本として検討すること 

 

（面積規模に関する要望） 

１ 複合庁舎の合計延べ床面積は、本町における人口推計の予測値に応じて面積規模の適

正化を計ること 

２ 講堂を含めた公民館機能の部分における面積規模の適正化を図る際には、将来に渡っ

ての施設の利用頻度を適切に捉えた上で、現公民館利用団体の意見を聞きながら検討す

ること 



 

 

（財源に関する要望） 

１ 現時点で国・県等による補助金は確認されていないものの、今後の補助金制度の動向

には注視し、活用可能な財源を確保すること 

 

３ 終わりに 

今後、新庁舎の建設に当たっては、本委員会の意見が十分に反映されるよう、基本計画

（案）及び本報告書を尊重いただきますとともに、広く町民からの意見を取り入れる等し

て、地域に末永く愛され、多くの利用者に親しまれる施設の整備を委員一同、心から期待

致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



五霞町役場庁舎等複合化基本計画検討委員名簿 

委嘱日 令和 5年 10 月 11 日 

（敬称略） 

区分 氏名 職名 

委員長 鈴木喜一郎 五霞町議会議員 

職務代理者 福嶋 四郎 五霞町社会教育委員長 

委員 大竹 由夏 学校法人ものつくり大学 技能工芸学部 建設学科 講師 博士 

委員 新井  庫 五霞町議会議員 

委員 松本 章彦 五霞町行政区長会長 

委員 武藤  孝 五霞町民生委員児童委員協議会長 

委員 松本 明夫 五霞町消防団長 

委員 三浦 力也 公募委員 

委員 並木 晴美 公募委員 

委員 青木 大輔 公募委員 

委員 田神 文明 五霞町副町長 

委員 森田恵美子 五霞町教育長 

委員代理 知久 浩之 五霞町文化協会副会長 

委員代理 江森 幸代 五霞町文化協会副会長 

 

当委員会の検討経過 

開催日 主な内容 

第 1 回開催 

令和 5 年 10 月 11 日 

・基本方針等の決定 

・施設機能（防災機能、講堂機能、公民館機能、議会 

機能）の検討 

第 2 回開催 

令和 5 年 12 月 20 日 

・建物レベルに関する検討 

・平地林の取扱いに関する検討 

・施設機能（講堂機能、公民館機能、議会機能、執務 

室機能）の検討【継続】 

第 3 回開催 

令和 6 年 1 月 17 日 

・平地林の取扱いに関する検討【継続】 

・講堂の整備方法に関する検討 

・町民等から提出のあった意見を踏まえた検討 

第 4 回開催 

令和 6 年 3 月 25 日 

・基本計画（案）に対するパブリックコメントによる 

 提出意見を踏まえた検討 

・委員会報告書に関する検討 

 


